
第5 章

小中学校の実践 



  

第５章 小中学校の実践 

 

１ 次期学習指導要領対応授業力向上研修  
 

 (1) 「いろり」に人が集まるように 

小中学校を対象にした次期学習指導要

領対応授業力向上研修（以下、「授業力向上

研修」という。）は、３年間の計画で行って

います（Ｐ20参照）。東京大学の白水始教授

が平成29年２月の講演冒頭で示したように、

「いろり」に段々と人が集まってくるイメ

ージで進めています。平成29年２月は教頭

を対象にした悉皆研修、同５月は教頭、同

11月は主幹教諭・教務主任、平成30年５月

は研修主任を対象とし、各回が単発的な研修とならないよう３年間の研修をつなぐこ

とで、各学校での授業改善が進むように配慮して構成しました。 

この３年間にわたる研修は、新学習指導要領が完全実施される前に、学校現場の意

識を喚起し、日々の授業改善につなげる目的で設定しました。国から示された「主体

的・対話的で深い学び」について、平成28年度は参加者の理解、平成29年度は校内で

の伝達による普及、平成30年度は校内研修の充実を目標としています。 

 

(2) 実感を伴った理解につながる研修を目指して 

ア 平成29年２月研修  

本研修を始めるにあたり、静岡県教育委員会の３所（義務教育課、教育事務所、

総合教育センター）が役割を分担して取り組みました。義務教育課が国の動きを伝

え、教育事務所が学校訪問の結果を踏まえた新学習指導要領への対応方針を伝え、

総合教育センターが研究内容に基づいた授業力向上研修を実施し、それぞれの強み

を生かして研修を組み立てました。 

授業力向上研修では、白水教授による講義と演習を実施しました。学習指導要領

の改訂に際し、これまでと変わらないことと変わったことが明確に示されたことで、

各学校において今後大切にしなければならないことが明らかになりました。また、

子どもが主体的に考えたくなる単元構想という切り口から、現行の学習指導要領と

の違いや、授業改善の視点について具体的に説明されました。演習において実際の

授業と同じ体験をすることで、子どもの視点から「主体的・対話的で深い学び」の

イメージを参加者が明確にすることにつながりました。 

イ 平成29年５月研修 

静東地区は聖心女子大学の益川弘如教授、静西地区は静岡大学の河﨑美保准教授

による講義を受け、教頭が自校の実態に即した授業改善を進めるためのスライド資

料を構成する演習を行いました。各校において伝達しやすくするために、 

①益川教授の講義スライド資料（せりふ付き）をカード化（図５－１）し、グラ

組織
として

授業力向上研修のイメージ
～白水教授の講演より～
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ンドデザインを基に、自校の実態に合わせて伝達できるようにする。 

②講義内容の理解を深めるために、グル 

ープでの協議時間を設定する。 

③グループ構成を中学校区とし、小小連

携、小中接続を意識しながら縦軸と横

軸の関係性を大切に取り組めるように

する。 

④講義資料は、データで各校に配布する。 

   という４点の工夫をしました。 

また、教頭の多くが、前回の研修を受け

ていることを踏まえ、この研修は、教員の 

視点から研修を実施することを意識して構成しました。 

益川教授からは、中教審答申を用いてより総則の要旨が伝わるような講義が行わ

れました。 

ウ 平成29年11月研修 

主幹教諭・教務主任対象の研修として、

子ども一人ひとりを中心に置いたカリキュ

ラム・マネジメントについて考えることの

できる内容を設定しました。白水教授より

日々の授業は学校教育目標につながってい

くという「具象と抽象をつなぐ研修」が提

示され、カリキュラム・マネジメントに向

けた「深い学び」の実現につながる評価の

在り方について考える場となりました。主幹教諭・教務主任が研修主任と連携して

取り組む重要性を伝えることを意識しました。 

演習では、主幹教諭・教務主任が参観した授業について、「振り返りシート」に

記載された授業前後の子どものあらわれ（３人分）から、評価の視点を得るととも

に、本時の目標と照らして、「深い学び」について考える演習を行いました（図５

－２、シートの使用方法についてはＰ140参照）。白水教授より、「振り返りシー

ト」が「あらわれ－評価－深い学

び」の実現をつなぐものとして価

値付けられ、振り返りの質が大切

であることを改めて確認する場と

なりました。 

また、評価をより効果的にする

ために、授業のデザインの段階か

ら、本時における子どもの理解の

深まりについて、教員が具体的な

イメージ（期待する記述の要素）

を明確にしていくことの重要性が

示唆されました。 

振り返りシートの活用

単元や本時の導入時

３人の児童・生徒
を任意に抽出する

単元や本時の終了時

記述内容を比較し、
・一人ひとりの記述がどれだけ進歩したか。
・授業後にどれだけ書くことができたか。

図５－１ 益川教授講義スライド資料 

図５－２ 「振り返りシート」を活用した演習    ＤＶＤ収録 
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２ 具体的な実践・取組 
 

 (1) 研究協力校（掛川市立大浜中学校）における授業改善 

  ア 「主体的・対話的で深い学び」←益川教授→「ＩＣＴの活用」 

    小中学校支援課では、課内で定期的に学習会を開催し、「主体的・対話的で深い学

び」についての研究を進めるとともに、長期研修員と共同で小学校社会科、中学校

保健体育科・特別の教科 道徳において、具体的な授業改善に関する研究を行って

きました。さらなる研究を推し進めるためには、長期研修員が所属する学校に加え

て、研究協力校が必要になりました。 

    一方、掛川市立大浜中学校（以下、「大浜中」という。）は、掛川市教育委員会よ

り「ＩＣＴ活用」の研究指定を受け、益川教授を招へいして研究を進めていました。 

総合教育センターの研究協力者であっ

た益川教授の仲立ちにより、大浜中の授

業改善については、小中学校支援課が関

わることになり、大浜中が研究協力校に

なりました。 

    小中学校支援課としては、研究内容を

教員や生徒のあらわれから具体的に検

証することができ、一方、大浜中として

は、ＩＣＴの視点だけでなく大浜中の研

究主題である「対話的・協働的な学びあ

い」の視点から授業改善を行うことができました。 

大浜中の教職員は、ＩＣＴと「主体的・対話的で深い学び」の両方の視点を踏ま

えて、スムーズに相談を行えるというメリットがありました。 

  イ 授業設計アイデアシートの活用 

   平成28年３月に作成されたリーフレットを受け、

小中学校支援課では、リーフレットの授業設計診断

を日常の授業改善に生かす「授業設計アイデアシー

ト」（以下、「アイデアシート」という。）の作成に取

り組んできました（図５－３①②③、シートの使用

方法についてはＰ138参照）。 

平成29年５月の授業力向上研修の参考資料として、

各校に配布されたＤＶＤデータを大浜中の指導案作

成時に活用することを依頼しました。案１（図５－

３①）の段階では、指導案作成後、同じ授業を見た

教職員が、「今日の授業はどんな理由で子どもが主体

的に活動できたのか。何が理由で子どもの思考が停

滞してしまったのか」ということを、授業設計診断

の４項目についてアイデアシートに記入してから分

析することを主な活用方法としていました。  

   ＤＶＤ収録 

図５－３① 案１ 
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しかし、研究を重ねるうちに、このアイデアシートは、授業後よりも指導案の作

成前に活用した方が、より効果が高いことが分かりました。そこで、大浜中の教職

員には、指導案の作成前に授業設計診断の４項目を意識できるように、アイデアシ

ート（図５－３③）に授業の構想

を書き込んだ上で、指導案にする

方法（図５－４）を提案しました。 

 授業の構想時の教員は、生徒の

「主体的・対話的で深い学び」に

つながる授業設計診断の４項目を

軸にしながら、短時間でアイデア

シートを埋めていました。その際、

大浜中の教員が意識したのは、学

習指導要領解説の再確認と、身に

付けさせたい力を押さえることで

す。アイデアシートを活用すると、授業設計診断の４項目が記載されることになり

ます。しかし、身に付けさせたい力を把握しないまま取り組むと、「活動あって学

びなし」の状態になってしまいます。身に付けさせたい力をしっかりと「押さえる」

ことが、このアイデアシートを活用する際も大切なことといえます。 

   アイデアシートを使った教員からは、 

○生徒の思考に沿った授業設計ができ、シートは有効であると感じる。 

○シートを活用することで、見る視点や考える視点が明確になり、授業を考えや

すかった。 

○書いてみると４項目が関連し合っていることが分かった。それにより、項目間

を行き来しながら、修正することができた。 

といった意見が寄せられました。 

大浜中で行った指導案の検討の過程が図５－５①～④です。アイデアシートの活

図５－３② 案２ 

指導案

指導案

こ
れ
ま
で
の
実
践

お
す
す
め
す
る
実
践

事後分析的に活用

授業設計診断の
４項目から

指導案を見直す

事前に
視点をもって活用

授業設計診断の
４項目をおさえた
上で、指導案に

記入する

アイデアシート

アイデアシート

授業設計アイデアシートの効果的な活用

図５－４ 「授業設計アイデアシート」の活用例 

図５－３③ 配布用ＤＶＤ参考資料 
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用により、②の段階から③・④と２度見直しを行いましたが、指導案の軸となる部

分の変更が少ないことが分かります。アイデアシートでは、「主発問・学習課題」

と「学習の成果」の項目が横に並んでいるため、それらのつながりが見やすくなっ

ている効果だと捉えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５－５③ 修正した指導案 

図５－５① アイデアシート 図５－５② アイデアシートを基に作成した指導案 

図５－５④ 研究会当日の指導案 
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ウ 大浜中生徒及び教員へのアンケート結果 

大浜中は、学校評価として全生徒を対象に、全教科の取組状況についてアンケー

トを行っています。小中学校支援課では、大浜中の授業改善の状況について経年変

化を調べるために、この既存の学校評価を活用して、現状を把握しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－６は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」に関する項目につい

て、生徒の実現状況をまとめたものです。研究を始めた平成28年度と比較すると、

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」に関するいずれの数値も伸びていま

す。大浜中の研修主題である「対話的・協働的な学びあい」の視点からの授業改善

により、大浜中の生徒の意識が変容していることが分かります。 

また、教員を対象に「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業設計診断

について気付いたことや疑問に思ったことについて、生徒調査と同じ時期（平成29

年６月・12月）に調査しました。 

６月調査では、「対話的な学び」に関する記述が多く見られました。以前は教員

が話しすぎてしまうために、生徒の対話時間が少なくなってしまう傾向があったよ

うです。12月調査では、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を単独で考

えるのではなく、連動して捉えていくことを意識する記述が多く見られました。さ

らに、自身の実践を踏まえながら、学習課題の大切さや単元を見通した学びの重要

性など、実感を伴った記述が見られました。 

このようなアンケート結果から、大浜中において「主体的・対話的で深い学び」

の視点からの授業改善が継続して行われていたことが分かります。 

エ 自校での研修の実施にあたって 

アイデアシートは、指導案の作成前に活用する方が、効果が高いことが大浜中の

実践により確かめられました。小中学校支援課では、このアイデアシートを日常の

研修に生かしてほしいと考えています。指導案として記入しなくても、授業設計診

断の４項目を意識することができ授業改善につながります。アイデアシートは、

日々の授業において、「主体的・対話的で深い学び」の視点をもった授業を設計す

るための思考ツールとしても気軽に使えます。ぜひ活用してください。 

 

  

図５－６ 大浜中学校 学校評価（生徒）アンケート結果 
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   ＤＶＤ収録 
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(2) 長期研修員との共同研究 

  ア 運動有能感が高まる単元構想の工夫※ 

  

    山田聡長期研修員は、中学校保健体育科の授業改善において「生涯にわたって運

動に親しむ資質・能力を育てるために、主体的・協働的な学び（※平成28年度当初

設定の研究であるため）を通して、運動有能感の高まりを感じることのできる単元

を構想・授業実践をし、二極化の解消を図ること」を目的として、球技：ゴール型

（サッカー）における研究を進めました。 

先行研究を基に運動有能感の高まりに必要な３つの要素を、「身体的有能さの認

知」（自分はできるという自信）、「統制感」（努力すればできるようになるという自

信）、「受容感」（教師や仲間から認められているという自信）と押さえました。 

    運動技能に自信をもたせるためには、技能の上達に時間がかかるボール操作に重

点を置くのではなく、短時間で効果が表れやすい「ボールを持たないときの動き」

に重点を置くことで、学習する生徒が自分の技能に自信をもちやすい単元構想を工

夫しました。 

身体的有能さの認知を高めるという視点から、「フットサルのボールを使用する」

「男女の技能差、体力差をなくすルールを設定する」など、道具やルールを工夫し、

誰もが追究しやすい課題を設定することで、技能習得を実感できる学習を展開でき

ることが明らかになりました（表５－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統制感を高めるという視点からは、自分の技能や学びの成果をフィードバックし

ながら追究活動をすることが有効であることが分かりました。これまでの授業実践

では、試合を観た印象を基に他チームからアドバイスを受けたり、教員主導で作戦

会議や話合いの場を設けたりして確認する場面が多く見られました。山田長期研修

員の実践では、各班にiPadを貸し出し、常に練習や試合の様子を撮影し、確認でき

るようにしていました。iPadは撮影後すぐに再生することができ、撮影範囲が広く、

コート全体を撮影することができるため、ボールを持たないときの生徒の様子も記

録することができました。また、動きの印象や記憶に頼るこれまでの話合いと比べ、 

個人やチームの変容について映像を通して事実に基づいて話し合うことができ、ス 

 

 

手立て 理由 内容や効果 

フットサルのボールを使用 
ボールを止めやすい 
ヘディングの機会が少ない 

トラップが容易なだけでなく、ボールが浮きにくいので、ロングキ
ックやヘディングも減り、技能差が減る 

習得しやすい課題 
（手→ﾐﾆｹﾞｰﾑ→ﾒｲﾝｹﾞｰﾑ） 
ゴールを大きくする 

10時間扱いの単元ではボー
ル操作は向上しにくい 

練習の最初は手で行い、まずは動きのイメージをもつことを優先 
得点機会を増やし、喜びの経験を増やす 

個人技能を相対的ではなく個
人の伸びや学びで評価 

技能面での差を無くし、学
習の意欲につなげる 

すごいシュートやドリブルよりもボールのないときの動きを賞賛
自分たちの課題を自己評価 

ドリル練習でメイン課題につ
ながるものを行う 

練習の成果が発揮しやすく
成功体験が増える 

本時の課題につながる練習を実施 
「観る」がテーマなら判断を伴う練習 

男女の技能差、体力差をなくす
ルールの工夫 

男子が女子にパスを多く出
し、触球が増える 

女子の得点を３点にしたり、小学校から通じての初得点は５点にし
たりする 等 

技能や経験の差をなくすルー
ルの工夫 

苦手な生徒も多くボールに
関わることができ意欲が向
上する 

経験者は得点したら、次、味方が点を入れるまで外で指示する役を
する 等 

表５－１ 身体的有能さの認知を高める手立ての内容 

※山田（2016）「『課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び』に係る研究―運動有能感が高まる単元構想の

工夫―」平成 28年度 長期研修 研修報告書により作成。 
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ロー再生や必要な場面のみを選択して繰り返し視

聴することで、種目の特性や本質の理解につなが

りました。これらのことは、考えを深め合うため

の材料として大変有効でした。 

受容感を高めるという視点からは、「課題解決言

葉掛けカード」（図５－７）を使った実践を行いま

した。これは、運動が苦手な生徒にとっては、チ

ームメイトから「もっと動いて」と言われても、

どう動いたらよいのかが分からないという実態を

踏まえ、動きをイメージできる「言葉」を試合前 

に確認して動きやすくすることをねらいとしまし 

た。 

生徒への調査や、生徒の授業記録などから分析した結果、本研究を通して、運動

が苦手な生徒だけでなく、運動が得意な生徒にとっても運動の楽しさを味わえる単

元構想になっており、主体的・協働的な学びを通して運動有能感が高まるとともに、

運動習慣や体力の二極化の解消にもつながることが明らかになりました。 

  イ 意思決定を取り入れた授業づくり※ 

  

    近藤聖広長期研修員は、「社会科は知識を覚えなくてはいけない」という児童の意

識が強く存在していることに課題を感じ、小学校社会科の授業において、意思決定

を効果的に取り入れた単元を開発し、「多面的に考えたり、公正に判断したりする

態度や能力」と「よりよい社会の形成に参画しようとする態度」の育成を目指すこ

とを目的に研究を行いました。 

    近藤長期研修員が考える意思決定とは、「自分ならどうするか」といった自己の行

為に対して、根拠となる資料を基に、考えられる案の中から、より望ましいものを

選択・決定することと捉えたものです。そして、その意思決定の場を取り入れた単

元を構想しました。単元の中に意思決定のテーマを設定し、導入部と終末部に意思

決定の場面を位置付けることで、児童が自らの思考の変容や深まりを実感できるよ

うにするとともに、価値判断のステップを踏むことで、社会的な価値を根拠にして、

問題解決策の是非の選択だけでなく、新たな解決策を構想しようとする態度を育む

ことができると考えました（図５－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図５－７ 生徒が記した 

「課題解決言葉掛けカード」 

図５－８ 意思決定を取り入れた単元における学習過程（モデル） 
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注）小原氏の意思決定の定義、唐木氏のプロジェクト型の学習を参考に、近藤長期研修員作成。 
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※近藤（2016）「『課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び』に係る研究―意思決定を取り入れた授業づく

り―」平成 28 年度 長期研修 研修報告書により作成。 
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意思決定を取り入れた単元として、第６学年「武士の世の始まり」（図５－９）

と「私たちの暮らしと政治」（図５－10）の２つの単元を作成し、実践を行いまし

た。その際、特に自分の考えに根拠をもって追究する児童の姿を期待し、授業設計

診断の４項目「解決したい課題や問い」「考えるための材料」「対話と思考」「学習

の成果」を意識しました。 

また、単元を通して児童の名札マグネットを活用し、毎時間の各自の立場を可視

化しました。貼る位置によって確信や迷いを表せるようにしたり、児童の微妙な考

えの変化を保障したりするなど、各時間における個々の考えを大切にする配慮をし

ました。さらに、考えの分布を共有できるようにすることで、友達の判断を踏まえ

ながら対話ができるよう工夫しました。 

 

実践前、実践Ⅰ終了後、実践Ⅱ終了後の３回の意識調査を比較したところ、社会

科の学習に対する児童の意識が、「暗記」や「教えてもらう」という受動的なもの

から、「友達との意見交換」や「自分自身の意見をまとめる」といった主体的・協

働的なものを重要視するように変容しました。 

また、授業の対話記録を分析すると、単元の中に意思決定のテーマを設定したこ

とにより、児童同士が問題解決の目的を共有することになり、主体的に追究し、協

働的な学びへと発展する対話を促進することにつながっていました。児童の記述か

らは、「けど」「だけど」といった逆接の接続詞を使った文が多く見られました。こ

れは、自分の優先する意見が含んでいる問題点を受け止めたり、対立する意見の存

図５－９ 授業実践Ⅰ「武士の世の始まり」単元計画 
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在を認めたりしながら、公正な判断をしようとする態度のあらわれといえます。自

分の意思決定への確かな根拠をもつために価値判断のステップを繰り返すことに

より、複数の資料から多面的に考えたり、自分とは異なる意見を受け止めて公正に

判断したりする態度や能力の育成につながっていることが明らかになりました。 

 

 

ウ 自校での研修の実施にあたって 

    「主体的・協働的な学び」の研究を始めるにあたり、「主体的・協働的な学び」を

基にした研究をするか、各教科等の課題を基にした研究をするかについて検討した

結果、各教科等の課題を基にした研究を進めることにしました。 

    「主体的・対話的で深い学び」は、あくまでも授業改善の視点です。言語活動の

充実を求めるあまり、言語活動を行うことが目的となってしまったことの繰り返し

になりかねません。「主体的・対話的で深い学び」を行うことを目的とせず、各教

科における育成したい資質・能力を意識しながら、日々の授業改善に取り組んでい

ただきたいと思います。 

図５－10 授業実践Ⅱ「私たちの暮らしと政治」単元計画 
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３ 成果と課題・展望 
 

(1) 成果 

   次の２点が、成果として挙げられます。 

   ①アイデアシートを開発し、その効果的な活用方法を確認できたこと。 

   ②教科（中学校保健体育科・小学校社会科）における育成したい資質・能力を意識

した授業改善の具体を提案できたこと。 

 

（2）課題・展望 

ア 各教科等の特質に応じた資質・能力の育成の研究 

平成28年度長期研修員の研究では、保健体育科における「生涯スポーツにつなが

る資質・能力の育成」、社会科における「多面的・多角的な見方による公民的資質

を形成する態度や能力の育成」など、各教科等の特質に応じた資質・能力が示され

ています。平成29年度は、山村長期研修員による小学校社会科「社会的事象を『自

分事』として捉え、『地域社会に関わろうとする態度』を育む単元の開発」の研究、

堀内長期研修員による中学校特別の教科 道徳「生徒が問いを持ち続ける授業づく

り」の研究が行われました。小中学校支援課では、今後も新学習指導要領において

注目されている教科・領域等についての研究を行い、各教科等において「主体的・

対話的で深い学び」の視点からの授業改善について得た成果を研修や総合教育セン

ターのWebサイト等で紹介していきます。 

イ 「深い学び」についての研究 

平成29年11月に行われた授業力向上研修において、各校より提出いただいた振り

返りシートと指導案について、小中学校支援課では、課内学習会を開き、各教科等

における学びの深まりをどう捉えるかについて研究を進めているところです。 

単元（本時）の始まりと単元（本時）の終末での子どもの記述を比較することで、

学びの深まりを捉えやすくなることは確認できましたが、このシート単体では学び

の過程を見る機能を有していないので、子どもの学びの深まりを評価するには、他

の方法との併用が必要な場合もあることが分かってきました。 

 振り返りシートの効果的な活用方法・活用場面について今後も研究を進めます。 

ウ 各学校における研修の日常化に向けて 

小中学校における授業力向上研修は、平成30年５月に行われる研修主任を対象と

した研修で終了します。本章冒頭で述べた「いろり」に集まる人は、校長や教頭、

主幹教諭、教務主任、研修主任だけではありません。各学校において日々の授業改

善の意識を高めるために、多くの教員が「いろり」に集まっていただきたいと考え

ています。総合教育センターでは、研究した内容を踏まえて「主体的・対話的で深

い学び」の視点から、具体的な授業改善を考える研修を立ち上げていく予定です。

この研修により、「主体的・対話的で深い学び」の各教科における具体の姿を一緒

に検討していきます。 
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